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１．総評 

 （2025年度の自己点検総評）2025年度は本プログラム開始３年目となり、その成果が一定程度認められる一方で、課題もより明確になった年度であった。成果



としては、一部の選択科目における履修者数の増加がみられたこと、ならびに授業評価アンケートでの「科目を学ぶ意義」及び「科目の有用性」への高く評価さ

れている点が挙げられる。履修者は学修を通して、現代社会で求められるデータサイエンス・ＡＩ活用例を学び、本プログラムを履修する意義や目的、その有用

性を理解したと評価できる。一方で、専攻によって履修者数が伸び悩んでいることに加え、学生の理解度を客観的に把握する仕組みが十分に整備されていない点

は引き続き課題として残されている。今後はこれらの成果と課題を踏まえ、大学全体で本プログラムの意義及び有用性について共通理解を一層促進するとともに、

プログラム内容及び運営方法のさらなるの充実に向けた具体的な検討を進める必要がある。 

 

２．評価・指摘事項 

 点検・評

価 

視点 

点検内容 評価 改善計画 

学

内

か

ら

の

視

点 

プログラ

ム の 履

修・修得

状況 

下の表のとおり，2025年度は，保育・幼児教育専攻と児童教育専攻の 1年生で、「デー

タサイエンス基礎Ⅰ」または「情報活用基礎」の履修者がゼロまたは若干名であった。し

たがって、両専攻での 1 年生時点でプログラム修了者は若干名である。両科目とも保育

士や教員免許の取得に必要な 1 年次科目との時間割上の重なりはないため、履修指導の

在り方等を確認する必要がある。 

科目名 年度 
履修

者数 

CE 専

攻 

保幼専

攻 

児教

専攻 

心理学

科 

データサイエンス概論 

2023 160 32 23 44 61 

2024 179 32 34 44 69 

2025 207 56 30 49 72 

情報活用基礎 

2023 81 13 0 44 24 

2024 56 3 0 42 11 

2025 17 6 0 0 11 

データサイエンス基礎Ⅰ 

2023 15 3 0 0 12 

2024 74 8 0 2 64 

2025 70 11 0 2 57 

データサイエンス基礎

Ⅱ 

2023 14 5 0 1 8 

2024 12 0 0 0 12 

2025 14 4 0 0 10 

情報活用と情報デザイ

ン* 

2023   

2024 10 5 0 0 5 

2025 25 9   1 15 

プログラミングと AI 活

用入門* 

2023   

2024 5 1 0 0 4 

2025 13 2 0 0 11 

 「情報活用と情報デ

ザイン」「プログラミ

ングとＡＩ活用入門」

等、選択科目におい

て、2024 年度より履

修者数が増加してお

り、その必要性が少し

ずつ周知されている

ことがうかがえる。一

方で、点検内容にも記

載がある通り、一部の

専攻において「データ

サイエンス基礎Ⅰ」

「情報活用基礎」の履

修者数が少なく状況

が続いていることは

課題である。プログラ

ムの意義が全学生、全

教員に共通理解され

データサイエンス・

AI ユーザープログラ

ムの目的、位置づけ、

修了認定等を、1 年次

からオリエンテーシ

ョン等で十分に周知

する。2024年度まで教

職科目としても扱わ

れた「情報活用基礎」

は 2025 年度より単な

るプログラム科目と

なったために履修者

数が減ったと考えら

れ、担任教員も参加す

るオリエンテーショ

ンで、プログラムの意

義と修了要件を明確

に周知する（「情報活

用基礎」「データサイ



*新規科目のため、2024 年度より開講     

 

ていないこと、同様の

内容を取り扱った科

目が他専攻にあるこ

と等がその背景にあ

るのではないかと考

えられる。本学のデー

タサイエンスプログ

ラムのあり方につい

て再度検討する必要

がある。 

エンス基礎Ⅰ」は他の

1 年次科目と時間割で

重なりはない）。「デー

タサイエンス基礎

Ⅰ」「情報活用基礎」の

学修意義を周知して

履修率を高めるため

に、「データサイエン

ス基礎Ⅰ」「情報活用

基礎」と教職課程の

ICT系科目との連続性

を検討する。そして、

プログラムのあり方

については、「情報活

用と情報デザイン」

「プログラミングと

AI活用入門」は他科目

と連続性がない分、幅

広く学べて良いが、一

方で学びを深化させ

るプログラムの再構

築を検討する。 



学修成果  下の図のとおり，「データサイエンス概論」は昨年度に比べて 2025 年度では成績上位

の履修者が増えた。一方、「データサイエンス基礎Ⅰ」や「情報活用基礎」では成績下位

もしくは不合格の履修者が増えた。知識・概念修得型の講義形式の「データサイエンス概

論」と、統計スキルや Excel操作が求められる「データサイエンス基礎Ⅰ」「情報活用基

礎」という授業内容が関係していると思われる。 

 

 

「データサイエン

ス基礎Ⅰ」「情報活用

基礎」の不合格者数が

2024 年度と比較し増

加傾向にあった要因

については、担当教員

並びに、授業評価アン

ケート等から学生の

声を収集し、検討が必

要である。 

全学的に実施して

いる授業評価アンケ

ートのデータや、デー

タサイエンス科目に

特化した授業評価ア

ンケートを実施して

得られたデータを活

用して、成績に影響す

る要因を検討する。 



 



学生アン

ケート等

を通じた

学生の内

容の理解

度 

 本学の授業評価アンケートに直接理解度を尋ねる項目はないが，「全体として、この授

業はあなた自身に役立つものでしたか」（評定段階：「5. とてもあてはまる」「4. ある程度

あてはまる」「3. どちらでもない」「2. あまりあてはまらない」「1. 全くあてはまらない」）

という項目評定から推測する。下図は，データサイエンス系科目それぞれのその評定平均

をまとめて示したものである。どの科目も平均 4.00を超えているが，「データサイエンス

概論」は必修かつ座学で、実際にデータやアプリ・ネットワークを活用した授業内容では

ないため、役立つと感じにくい（それゆえに、体験的に理解ができない）学生が多いもの

と思われる。 

 

現在の授業評価ア

ンケートでは、理解度

を図る項目がないた

め、理解度の評価はし

かねるが、授業評価ア

ンケート結果では、い

ずれの科目も平均

4.00を超えており、本

プログラム内容が学

生にとって役立つも

のであると判断され

ていると考えられる。

しかし、2024 年度と

比較し、変化が大きか

った「プログラミング

と AI活用入門」では、

その変化の要因がど

こにあるのか検討が

必要である。また、

2023 年度から継続し

て改善課題において

あげられていた、本プ

ログラムに特化した

アンケートの作成・実

施にかかる検討につ

いて進捗を記載いた

だきたい。 

 早急にデータサイ

エンス科目に特化し

た授業評価アンケー

トとその項目を ICT

教育部会等で検討し、

2026 年度前期より実

施できるよう進める。 

学生アン

ケート等

本学の授業評価アンケートに直接推奨度を尋ねる項目はないが，上記の「全体として、

この授業はあなた自身に役立つものでしたか」という項目の学生評定（以下の表を参照）

現在の授業評価ア

ンケートでは、推奨度

 データサイエンス

科目に特化した授業



を通じた

後輩等他

の学生へ

の推奨度 

で、「データサイエンス概論」以外の科目は 1～３の評定は殆ど無かったことから、他学

生にも推奨できるものと推察される。 

「授業は役立った」 
5.とてもあ

てはまる 

4.ある程度

あてはまる 

3.どちらで

もない 

2.あまりあて

はまらない 

1.全くあて

はまらない 

データサイエンス概論（1 年） 62 59 9 4 2 

データサイエンス基礎Ⅰ（1 年） 10 5 0 1 0 

データサイエンス基礎Ⅱ（1 年） 5 0 1 0 0 

情報活用基礎（1 年） 9 2 0 0 0 

情報活用と情報デザイン（2 年） 9 6 1 0 0 

プログラミングと AI 活用入門（２年） 2 0 0 1 0 
 

を図る項目がないた

め、評価しかねる。し

かし、科目の有用性に

ついてのアンケート

結果から、後輩学生に

推奨できる内容であ

ると評価できる。 

評価アンケートにお

いて後輩への推奨度

を測定する項目を検

討する。 

全学的な

履 修 者

数，履修

率向上に

向けた計

画 の 達

成・進捗

状況 

 昨年度に引き続き 2025年度も前期開講前に，入学生オリエンテーションや 2年生オリ

エンテーションで本学のデータサイエンス教育プログラム「データサイエンス・AI ユー

ザープログラム」を案内した。 

各オリエンテーシ

ョンを活用して、プロ

グラムについての周

知を行っているが、一

部の専攻において、同

様の内容を取り扱っ

た科目もあり、履修す

る意義が学生・教員に

伝わっていない可能

性も推察される。選択

科目の履修率向上に

向けては、学生だけで

なく、教員間での共通

理解を図る方法も検

討いただきたい。 

 2025 年度終了間際

にデータサイエンス

教育に関する大学間

合同研修会を開催し

たが、本学教職員の参

加は少なく、そもそも

データサイエンス教

育の意義や効果を十

分に伝えることはで

きなかった。また、専

門教育との接続性も

弱く、例えば、データ

サイエンス系の共通

教育科目が、教職の

ICT系科目や心理のデ

ータ解析系科目とど

のように連続するの

かを説明したり図化

したりする必要があ

る。早急に、ICT教育

部会等で、教員への理



解を深める方法を検

討する。 

学

外

か

ら

の

視

点 

教育プロ

グラム修

了者の進

路，活躍

状況，企

業等の評

価 

2024年度は本プログラム修了者が本学を卒業していないため，進路・活躍状況・企業

評価について情報を確認できない。 

修了生が卒業して

いないため、評価しか

ねる。今後、卒業生ア

ンケート、雇用先アン

ケート等を活用して、

修了生の評価をして

いく必要がある。 

2027 年度以降から

修了生が社会人とな

るため、それに向けて

卒業生アンケートや

雇用先アンケートの

データサイエンス教

育用の項目を追加す

ることを、ICT教育部

会と就職支援委員会

が共同で検討する。 

産業界か

らの視点

を含めた

教育プロ

グラム内

容・手法

等への意

見 

 2025 年 12 月 4 日に行われた大学モニター会議で，本学卒業の企業人から，データサ

イエンスが職場でどういうところで使われるかを明確に学生に示すこと，また，学生の夢

や職業上の実現においてデータサイエンスの何が重要でそれをどう生かすかを示すこと

で，学生の履修者数増加やさらにハイレベルのデータサイエンス科目への履修も促すこ

とができるという提案をいただいている。また，同じく，学生にとって身近なテーマに関

連したデータを使って可視化したり，実際にデータを学生が簡便な分析ツールで可視化

したりする授業を組み込むことで，学生のデータサイエンスへのモチベーションが高ま

る可能性があることも提案された。 

 

大学モニター会議

でデータサイエンス

の必要性や方向性に

ついて議論が行われ

ていることは評価で

きる。学生の意見も踏

まえて本学のプログ

ラムの内容について

より具体的に検討い

ただきたい。 

ICT教育部会等で、

大学モニター会議で

出た意見を共有して、

今後のプログラム内

容を検討し、検討結果

を逐次報告する。 

数理・データ

サイエンス・

ＡＩを「学ぶ

楽しさ」「学ぶ

ことの意義」

を理解させる

 本学の授業評価アンケートで，「学ぶことの意義」を理解させることに関係する項目と

して「授業内容の意義や必要性を十分に説明してくれた」（評定段階：「5. とてもあては

まる」「4. ある程度あてはまる」「3. どちらでもない」「2. あまりあてはまらない」「1. 全

くあてはまらない」）があるため，その項目の学生評定平均を以下のとおり示す。2025年

度は，どの科目も評定平均は「4. ある程度あてはまる」を超えており，学ぶことの意義

や楽しさを理解させていない科目はないものと思われる。特に「情報活用基礎」は 2023

授業評価アンケー

ト結果では、いずれの

科目においても 4.00

を超えており、「学ぶ

楽しさ」「学ぶことの

意義」について学生が

 ICT教育部会等で、

学科・専攻の専門に沿

った内容を反映した

授業内容や科目を検

討し、「学ぶ楽しさ」

「学ぶことの意義」を



こと 年度に比して、2024・2025 年度は飛躍している。ただし，「データサイエンス概論」は

2023年度から変化がなく「4. ある程度あてはまる」近くにとどまっており，項目回答（履

修者）数も多いことから，学ぶことの意義や楽しさが理解できない学生が一定数いたもの

と思われる。 

 

理解していることは

評価できる。 

 大学モニター会議

でも挙げられたよう

に、学科・専攻の専門

に沿った内容を今後

も検討いただくと、よ

り学生の「学ぶことの

意義」に通じるのでは

ないかと考えられる。 

高められる授業・科

目・プログラムの構築

に向けて検討する。 

内容・水準を

維持・向上し

つつ，より「分

かりやすい」

授業とするこ

と 

 本学の授業評価アンケートで，「分かりやすい」授業とすることに関する項目として「理

解がしやすいように教え方が工夫されていた」（評定段階：「5. とてもあてはまる」「4. あ

る程度あてはまる」「3. どちらでもない」「2. あまりあてはまらない」「1. 全くあてはま

らない」）があるため，その項目の評価平均を以下のとおり示す。2025年度は、「4. ある

程度あてはまる」を大きく超えている科目は「データサイエンス基礎Ⅰ」「情報活用基礎」

であった。一方で残りの 4科目「データサイエンス概論」「データサイエンス基礎Ⅱ」「情

報活用と情報デザイン」「プログラミングと AI活用入門は「4. ある程度あてはまる」の

近くはそれより下回る評定平均であり，理解しやすい工夫が十分であったとは思われな

い。特に「データサイエンス概論」は 2023 年度から変化がなく「4. ある程度あてはま

る」近くにとどまっており，項目回答（履修者）数も多いことから，理解しやすい工夫を

授業評価アンケー

ト内の「理解がしやす

いように教え方が工

夫されていた」項目に

おいて、2025 年度は

「情報活用基礎」を除

く全ての科目で 2024

年度を下回る結果と

なった。大学モニター

会議での学生意見に

 ICT教育部会等や科

目担当者間会議等で、

分かりやすいとはど

ういうことかを再確

認し（例えば、身近な

データを扱う、初学者

でも簡単な操作でデ

ータ処理・分析ができ

るなど）、それに基づ

いた方法を共有でき



感じなかった学生や授業内容を理解できなかった学生が一定数いたものと思われる。 

 

 また，2025年 12月 4日に行われた大学モニター会議では在学生が，「データサイエン

ス概論」や「データサイエンス基礎Ⅰ」の内容が身近なものではないため，分かりにくい

というコメントをしている。こうした意見から，数理統計的概念の学修よりも、身近なも

のとしてデータを理解して触れる・可視化する学修を授業に組み込むことが先決である

と推察された。 

もあるように、理解し

やすい工夫が十分実

施されていなかった

ことが背景にあるの

ではないかと考えら

れる。まずは学生の学

修意欲が向上し、その

意義が伝わりやすい

ような内容の検討が

必要である。 

 

るよう図る。 

 


